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論　　文　　の　　要　　旨

　ウルシノキは害ウルシ科，ウルシ属に分類され冒古くから。樹液および木ロウを採取するため，

わが国の暖地で栽培されてきた。

　本研究はラウルシノキの組織培養を行い、培養組織のウノレシオールおよびカルダノールの生産能

ならびにそれらのオレフィン組成について詳細に究明し，ウルシ（市販ウルシ原液で以下ウルシと

いう）から分離したウルシオールヨカシュー原液から分離したカルダノールなどと比較検討を行っ

たものである。

　第五章は、ウルシノキの組織培養に関する検討でありヨ固体培養でウルシノキの胚は不定根の形

成とともにカルス化することを認め、また，カルスの生長速度は15㎎／日でラ継代培養によっても

生長促進効果の認められないことを明らかにしている。

　第2章ではラウルシオールに含まれるオレフィン成分の分離について検討しヨまた，ウルシオー

ル4成分はヨDaws㎝らによる構造式と一致したが、新たにウルシおよびウルシノキの枝からヨ3

一（ペンタデカトリエニルー8戸ヨu1ヨ141）一カテコールを見出している。

　第3章では害ウルシノキの液体培養によって不定根を形成させヨウルシオール生産能およびその

オレフィン組成を検討するため害ウルシオールを分離しているが，主成分は3一（ペンタデカトリエ

ニルー8’，1ゴ、141）一カテコールで60％を占め，3一（ペンタデカトリエニルー8／，1rヨ13■）一カ

一64一



テコールはヨほとんど存在しないことを明らかにし。この結果より、ウルシノキの根のオレフィン

組成と相違することを明らかにしている。

　第4章ではヨウルシからカルダノールの分離について調ベヨO．4％の収量で分離されることおよび

その主成分は3一（ペンタデカトリエニルー81，uアラ五31）一フェノールで63％を占め、この成分は

カシュー原液より分離される．カルダノールには存在しないことを明確にしている。

　第5章ではラ不定根のカルダノールについて調べ。その含量はO．O亙％で。ウルシオールの1／6で

あり。主成分は3一（ペンタデカトリエニルー8’ヨu1ヨ141）一フェノールであることを明らかにし

ている。

　第6章はラ総括であって，不定根ラウルシノキの根ヨウルシおよびカシュー原液についてラウル

シオールおよびカルダノール含量を比較しヨまた、不定根雪ウルシノキの根およびウルシについて

ウルシオール5成分の含量を検討しヨさらにヨ不定根。ウルシおよびカシュー原液についてカルダ

ノール5成分の含量を比較検討している。その結果ヨウノレシおよび不定根においてヨカノレダノーノレ

がウルシオールとともに存在しヨかつヨそれらのオレフィン成分が側鎖構造に関して同一であるこ

とに基づき、カルダノールはウルシオールの前駆体であると考察している。

審　　査　　の　　要　　旨

　ウルシオールおよびカルダノールに関する研究は、予想外に少ないが，著者はこの研究に本格的

に取り組みラ機器分析法の応用ヨ不定根に含有されるこれら化合物の組成および試料別の組成比較

などを目的として研究を進めヨ新化合物を見出すなど十分の成果をあげている。ウルシオール構造

式の決定が行われた1950年代はヨクロマトグラフィーその他の機器分析法がまだ十分に発展してい

ない年代であり，そのため雪機器分析による再検討が必要と考えられた。著者は機器分析によって

ウルシオール成分を詳細に検討し，従来害知られていない一オレフィン成分を明らかにしている。

この化合物は、1920年代に真島によってその存在が主張されたがラ酸化分解法などが不完全なためヨ

Daws㎝らによって否定され言一般に容認されなかった化合物でラその存在を実証したことは大きな

意義が認められる。つぎにヨウルシから新たに分離したカルダノールについて、4成分のほかに未

知のオレフィン成分を認めヨこの新化合物の構造を解明したことは注目に値する。さらに、ウルシ

から分離されたカルダノールはヨウルシオールとそのオレフィン成分が同一でありヨカルダノール

をウルシオールの前駆体と考える独自の見解を提出している。なお，不定根から分離されたウルシ

オールおよびカノレダノールのオレフィン組成が，ウルシおよびウルシノキの枝から分離されたウル

シオーノレならびにカシュー原液から分離されたカルダノールのそれと相違する理由については，組

織培養に基づく生育条件の変化に帰因すると考察している。本論文においてラ論じ足りない点や不

傭がないわけではない。たとえば，ウルシノキの根についてヨカルダノール組成の検討などは今後

の課題であろう。ここに得られた成果は。ウルシノキの組織培養による生産方法およびウルシ塗膜
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形成機構を考える上で大きな意義がある。

　著者によるウルシオールおよびウルシのカルダノーノレに関する詳細かつ綿密な一連の研究は，ほ

とんど唯一のものであって大きな貢献であり，またヨ試料別に組成を比較検討したことはヨその着

想についても高く評価することができ，この分野の新しい進歩ということができる。

　よってう著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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